
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学 1 年生 中学 2 年生 中学 3 年生 高校 1 年生 高校 2 年生 高校 3 年生

  

【55 分×週 30 時間授業】 

◇55 分授業や高校入試がない時間的余裕を活
用し、学力、個性、創造性を伸長 

◇高等学校の学習内容を一部盛り込んだ先取
り学習を実施 

 

【55 分×週 32 時間授業】 
◇１年次は200名を６学級の少人数に編制し、

きめ細かく指導 
◇志望大学や習熟度に応じて科目を選択して

学習できるカリキュラム（難関大学入試に
も対応） 

 

県立東根中高一貫校（仮称）について  

        ◆ 平成28年4月開校予定 ◆      

１. 学 校 の 概 要      

２. 教 育 課 程 

 

 
◆自分の進路に向かい、努力し続ける態度、 
豊富な知識と幅広い技能、高度な思考力、
判断力、表現力の養成 

 
 
◆進路実現に

向けた学び
の充実 

 
 
◆学びの技術の習得 
◆基礎・基本の定着 
◆学習習慣の確立 

大 

学 

進 

学 

等 

《６年間を通して身につける４つの力》 

① 他者とかかわる力 

② 主体的に行動する力 

③ 課題を見つけ解決する力 

④ 生き方を考える力 

○中高双方の教員による交流授業  

○中高合同の学校行事や特別活動 

○地域・企業・大学との協働 

○家庭との緊密な連携 

平成 25 年 11 月
開 校 整 備 委 員 会

◎ 併設型中高一貫教育校 

 山形県が初めて設置する県立中学校と県立高等学校を併設した中高一貫教育校です｡ 

◎ 設置のねらい 

６年間の計画的、継続的な教育活動により、生徒一人一人の個性と能力を伸ばし、

未来の山形県、日本、そして世界を支える人間を育成します。  

◎ 設置場所 
 ◇ 東根市役所南側用地内（校舎・体育館・グラウンド等） 
 ◇ 現東根工業高等学校敷地内（野球場･サッカー場・テニスコート・弓道場等） 

◎ 基本理念 
 

高 い 志 創造的知性 豊かな人間性 

養 成 期 伸 長 期 発展期 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         ※SSH…ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ    ※ICT…情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術 

 
 

◎ 学期制について 

中学校、高等学校ともに３学期制になります。

学期毎に定期考査を行い、細かに学習到達度を

チェックし、生徒一人一人に確かな学力を身に

つけさせます。 
 

◎ 日課について 

中学校、高等学校ともに同一日課で、右表の

ように予定しています。季節により、生徒登校

時刻が変更になることもあります。 
中学校は自校方式による給食を提供し、高等

学校は昼食持参となります。また、購買部も設

置する予定です。 
 

◎ 制服・運動着について 

中学生の冬用制服として、右写真のものを決定しました。

高校生の冬用制服は、ネクタイやリボン、シャツ・ブラウス

の色等に違いがあります。なお、夏用制服は、中高ともに共

通で、指定のニットシャツになります。運動着は、中高共通

です。 
高校生用の制服及び運動着は、平成 26 年度県立楯岡高等

学校入学生より着用します。 
 

◎ 部活動について 

平成 28 年度の開校時に設置される部活動は、現在のところ次の予定です｡ 

 
 
 
 
 

中学（毎日 6 校時） 日 課 表 高校（週 2 回 7 校時）

生徒登校 ８：２０ 生徒登校

ＳＨＲ ８：２５ ～ ８：３０ ＳＨＲ 

１校時 ８：３５ ～ ９：３０ １校時 

２校時 ９：４０ ～ １０：３５ ２校時 

３校時 １０：４５ ～ １１：４０ ３校時 

給食・休憩 １１：４０ ～ １２：３０ 昼食・休憩

４校時 １２：３０ ～ １３：２５ ４校時 

５校時 １３：３５ ～ １４：３０ ５校時 

清 掃 １４：３０ ～ １４：５０ 清 掃 

６校時 １４：５０ ～ １５：４５ ６校時 

ＳＨＲ 15:50～16:05／15:55～16:50 （7 校時）

特 色 あ る 教 育 

志教育(仮称) 

[キャリア教育の充実] 

◆高い志を育てるため、６年

間の発達段階に応じた系統

的なキャリア教育を実践 
 
・ 年齢の異なる世代間交流に

よる豊かな人間性を育成 

・ 職場体験や第一線で活躍

する講師による講演会を通

して進路選択力を育成 

・ 大学の公開講座の受講や

研究機関等訪問により視野

を拡大 

未来創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(仮称)

[総合的な学習の時間]

◆創造的知性を身につける

ため、教科の枠を越えた探究

活動を実践 
 
・ 体験活動と学び合いを重視

し、議論や協働を通して問

題解決力を育成 

・ 自ら設定した課題を主体的

に解決する授業を展開 

・ プレゼンテーションや論文

作成など、多様な表現の場

を設定し、伝える力を養成 

探究的な科学教育 

[理数教育の充実] 

◆知的好奇心、直感力、洞察

力など、創造性の基礎を培う

探究的な科学教育を実践 
 
・ 数学は標準より 25%増の授

業時間を確保し、高校の内

容を先取りして学習 

・ 理科は 10%増の授業時間を

確保し、高いレベルの観察・

実験を導入した授業を実践

・ ＳＳＨの指定を目指し、科学

コンテストへも積極的に参加

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ教育 

[外国語教育の充実] 

◆国際社会において、英語を

使って意志を伝え合う力を

養成する外国語教育を実践
 
・ 英語は標準より 33%増の授

業時間を確保し、豊富な言

語活動を取り入れた学習 

・ ＩＣＴを活用した海外の高校

との交流や、中学３年次に

海外研修旅行を実施し、実

際に国際コミュニケーション

を体験する場を設定 

３. 学 校 生 活 

 〔 中学校 〕 

軟式野球、陸上競技、バスケットボール、 
バレーボール(女子)、サッカー、硬式テニス、

卓球、剣道、弓道、吹奏楽、美術、書道 

〔 高等学校 〕 
硬式野球(男子)、ソフトボール(女子)、陸上競技、バス
ケットボール、バレーボール、サッカー(男子)、ソフト
テニス、卓球、バドミントン、柔道、剣道、弓道、山岳、
水泳、吹奏楽、美術、書道、演劇、放送、写真、茶道 



外進生

併設高 3年 

併設高 2年 

併設中 1年

併設高 3年 

併設中 1年

併設高 3年 

併設高 2年 

併設高 1年 

併設中 2年

併設中 1年

併設高 3年 

併設高 2年 

併設中 3年

併設中 2年

併設中 1年

楯岡高 2年 

外進生 

併設高 2年 

併設中 2年

併設中 3年

平成 27 年 平成 28 年＜開校＞ 平成 29 年 平成 30 年 平成 31 年

併設高 1年 

外進生 外進生
内進生 

楯岡高 1年 併設高 1 年 併設高 1年 

東根中高一貫校（仮称） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成26年度と平成27年度に県立楯岡高等学校に入学した生徒は、平成28年度は県立東根中高一貫校

（仮称）の生徒として、新しい校舎で学びます。 

４．入 学 者 選 抜 

◇ 中学校（定員99名 男女同数程度） 
 適性検査、作文、面接、調査書により、本校に
おける学習への適応能力、学ぶ意欲等を総合的に
判断し、入学者を選抜 
 

◇ 高等学校（普通科 定員200名） 
 ◈ 内進生：入学者選抜は行わず入学の意思確認を

経て、併設型高等学校へ入学    
 ◈ 外進生：山形県公立高等学校入学者選抜を経て

併設型高等学校へ入学 
 

◇ 通学区域 
◈ 中学校：県内一円     

 ◈ 高 校：県内一円（予定） 

３年 

２年 

１年 

３年 

２年  【内進生】    【外進生】 

１年 

高 等 学 校 

中 学 校 

公立高等学校

入学者選抜 

市町村立小学校等 

市町村立中学校等

入学の

意思確認 

適性検査､作文 
面接､調査書

県立東根中高一貫校（仮称）

5．移 行 期 の 対 応 

《 平成２８年度中学校入学者選抜について 》 
 

〔 主 な 日 程 〕                   〔 選抜方法の主な考え方 〕       

出願期間：Ｈ２７.１１.３０（月）～１２.４（金）

合格発表：Ｈ２８.１.１５(金) 

第５学年

各教科の評定合計

（最高24点） 

第６学年

各教科の評定合計

（最高24点） 
+ 

 
Ａ ＝   
 

適性検査
配点（100点）

作文 
配点（35点） 

+ 面接 
配点（15点）+ 

 
Ｂ ＝  
 

調査書中の第５・第６学年の各教科の評定合計と、

適性検査、作文及び面接の得点合計を同等の比率で

扱う。また、調査書中の各教科の評定以外の記録に

も留意する。 

適性検査等実施日：Ｈ２８.１.９(土) 

・適性検査（55分） 

・作  文（40分） 

・面  接（集団15分） 

 ※ ＡとＢを１：１となるよう計算し、総合的に判定する。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．Ｑ＆Ａ 

Ｑ１：併設型中高一貫教育校の良さについて教えてください。 
Ａ：中高一貫教育校で学びたいという強い意志をもって入学した生徒同士が、互いに切磋琢磨しなが

ら、時間的余裕を活用し、先取り学習などを行うことにより、学力、個性、創造性を伸ばすこと
ができます。また、幅広い年齢層の生徒とのかかわりを通して、社会性やリーダーシップなど豊
かな人間性を育成することができます。 

 
Ｑ２：県内一円を通学区域としていますが、通学時間などの条件はないのですか。 
Ａ：通学時間等について制限はありません。ご家庭で、お子様の体力、通学方法、通学時間などを考

え、６年間通学可能かを慎重にご検討ください。なお、寮の設置は予定しておりません。 
 
Ｑ３：適性検査とは、どのような検査ですか。 
 Ａ：小学校の授業で学習したことや日常生活に関することなどを総合的に出題します。なお、平成 26

年度中に試行テストを実施し、問題をホームページ等で公表する予定です。 
 
Ｑ４：山形大学附属中学校との併願は可能ですか。 
 Ａ：出願は可能ですが、本校の入学者選抜に合格した場合は、本校に入学することが条件となります。
 
Ｑ５：中学校から高等学校へ進む時、他の高等学校へ進学してもよいのですか。 
Ａ：制度上可能ですが、６年間一貫したカリキュラムを通して能力の伸長を図るという中高一貫教育

の趣旨を理解した上で、中学校に入学していただきたいと思います。また、併設される高等学校
では、中学校での指導経過を踏まえながら、一人一人の高い志を叶える教育を行います。 

 
Ｑ６：併設される高等学校の魅力や特徴を教えてください。 
 Ａ：東京大学や医学部など、難関大学にも対応できるカリキュラムを準備し、自ら課題を見つけ解決

する力を育てる探究型の授業を展開します。また、未来創造プロジェクト(仮称)や進学型単位制
のメリットを生かして、生徒一人一人の個性を伸長しながら、グローバル化に対応できる表現力
や創造力などを養成し、未来の山形県や日本、世界の発展に貢献できる人間を育てます。  

《問い合わせ》 

山形県教育庁高校教育課高校改革推進室  

〒990-8570 山形市松波二丁目８番１号 ℡ 023-630-2493 

「東根中高一貫校」で検索

６．設置場所と基本設計（概要）
◇ 駅から無散水融雪歩道を徒歩で約 10 分の敷地に、

校舎、体育館及びグラウンド等を設置します。 
◇ 校舎は５階建てで、大講義室やゼミ室等を設置し、

体育館は中高別に建設します。 
◇ 現東根工業高校敷地には、野球場、サッカー場、テ

ニスコート、弓道場等を整備します。 


